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１ ． は じ め に

本 報 告 書 は ， 神 奈 川 県 内 に お い て １ ９ ８ ９ 年 １ 月 １ 日 か ら 同 年 １ ２ 月 ３ １

日 ま で の １ 年 間 に 調 査 ， 採 取 し た 試 料 に つ い て の 放 射 能 濃 度 ， 空 間 線 量 率 お

よ び ウ ラ ン 濃 度 に つ い て の 調 査 結 果 を ま と め た も の で あ る ． ４ 月 に 放 射 線 障

害 防 止 法 が 改 正 ・ 施 行 さ れ 全 面 的 に Ｓ Ｉ 単 位 が 導 入 さ れ た ． 本 報 告 書 で は ，

す で に Ｂ ｑ （ ベ ク レ ル ） （ 旧 単 位 ： Ｃ ｉ ） を 用 い て い る が ， 空 間 放 射 線 に つ

い て も 照 射 線 量 Ｒ （ レ ン ト ゲ ン ） に か わ り ， 吸 収 線 量 Ｇ ｙ （ グ レ イ ） を 採 用

し た ．

放 射 能 調 査 は 雨 水 ， 上 水 ， 農 畜 産 物 等 を 対 象 と し 核 種 分 析 を 中 心 に 行 っ た ．

ま た ウ ラ ン 調 査 は ， 核 燃 料 加 工 工 場 周 辺 の 河 川 水 ， 河 川 底 質 ， 土 壌 等 を 主 な

対 象 と し た ．

ヨ ー ロ ッ パ 方 面 か ら の 輸 入 食 品 は ， ソ 連 チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 子 力 発 電 所 事 故

の 影 響 が 依 然 と し て 懸 念 さ れ る こ と か ら ， 本 年 も 継 続 し て 県 内 流 通 品 に 対 し ，

Cs， C s の 調 査 を 行 っ た ． な お ， 県 内 ３ 保 健 所 に 測 定 器 が 設 置 さ れ た の１ ３ ４ １ ３ ７

に と も な い ， １ ０ 月 以 降 こ の 検 査 業 務 は 保 健 所 に 移 管 さ れ た ． 当 所 で は 保 健

所 で 放 射 性 セ シ ウ ム を 検 出 し た 試 料 の ク ロ ス チ ェ ッ ク を 行 な っ た ．

１ 年 間 に 扱 っ た 試 料 数 は 4 3 1 試 料 で あ っ た ．

以 上 の 調 査 は 衛 生 研 究 所 費 ， 県 食 品 衛 生 指 導 費 ， 科 学 技 術 庁 環 境 放 射 能 水

準 調 査 費 に よ っ た ．

ま た ， 当 所 で は ア メ リ カ 海 軍 横 須 賀 基 地 へ の 原 子 力 艦 船 の 寄 港 に 際 し ， 科

学 技 術 庁 ・ 海 上 保 安 庁 ・ 横 須 賀 市 と 共 に 放 射 能 現 地 調 査 班 （ 本 部 横 須 賀 市 役

所 内 ） に 参 加 し ， 原 子 力 艦 船 の 入 港 毎 に 放 射 能 監 視 を 行 っ て い る ．



２ ． 調 査 項 目

試 料 名 種 別 採 取 地 試 料 数 計 測 項 目

雨 水 定 時 降 水 横 浜 市 旭 区 120 B , G

降 下 物 月 間 〃 1 2 G

上 水 水 道 水 〃 2 G

〃 原 水 津 久 井 郡 津 久 井 町 2 G

河 川 水 表 流 水 平 作 川 2 2 U

海 水 表 面 水 横 須 賀 市 小 田 和 湾 1 G

〃 〃 久 里 浜 湾 ， 小 田 和 湾 4 U

土 壌 0- 5 cm 横 浜 市 保 土 ヶ 谷 区 1 G

〃 5- 2 0 cm 〃 1 G

〃 0- 5 cm 横 須 賀 市 4 U

河 川 底 質 平 作 川 2 2 U

海 底 堆 積 物 小 田 和 湾 1 G

〃 久 里 浜 湾 ， 小 田 和 湾 4 U

ミ ル ク 生 乳 藤 沢 市 1 2 G

〃 〃 〃 6 Ｉ１３１

〃 市 販 乳 横 浜 市 旭 区 2 G

〃 粉 乳 藤 沢 市 1 0 G

ダ イ コ ン 根 ， 葉 横 浜 市 旭 区 1 G

ホ ウ レ ン ソ ウ 可 食 部 横 浜 市 旭 区 ， 大 和 市 2 G

ニ ン ジ ン 〃 大 和 市 1 G

キ ャ ベ ツ 〃 大 和 市 1 G

ナ ガ ネ ギ 〃 大 和 市 1 G

シ イ タ ケ 等 〃 伊 勢 原 市 6 G

コ メ 精 白 米 横 浜 市 旭 区 1 G



試 料 名 種 別 採 取 地 試 料 数 計 測 項 目

野 菜 等 加 工 品 輸 入 食 品 県 内 各 地 1 5 G

香 辛 料 〃 〃 4 G

パ ス タ 類 〃 〃 2 2 G

乳 製 品 〃 〃 5 G

菓 子 類 〃 〃 1 G

肉 類 及 加 工 品 〃 〃 2 G

日 常 食 都 市 成 人 平 塚 保 健 所 管 内 2 G

ワ カ メ 全 体 久 里 浜 湾 ， 小 田 和 湾 3 U

エ ボ ダ イ 可 食 部 小 田 原 市 1 G

ム ツ 〃 〃 1 G

カ ワ ハ ギ 〃 〃 1 G

マ イ カ 〃 〃 1 G

ア ジ 〃 〃 1 G

魚 介 加 工 品 輸 入 食 品 県 内 各 地 3 G

大 気 浮 遊 じ ん 吸 引 ろ 過 横 浜 市 旭 区 5 2 G

空 間 線 量 率 ｻｰﾍ ﾞ ｲ ﾒ ｰ ﾀ ｰ 〃 6 1 ガ ン マ 線

〃 〃 横 須 賀 市 長 坂 1 7 〃

備 考 ： B ／ 全 ベ ー タ 放 射 能

G ／ ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に よ る 核 種 分 析

U ／ ウ ラ ン 分 析



３ ． 分 析 方 法

1) 核 種 分 析

ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に よ り 行 う ． 試 料 の 調 製 は 下 記 の 方 法 に

よ る ．

① 雨 水 ： 降 水 毎 に 定 時 （ 0 9 時 ） に 採 取 す る ． こ の 一 定 量 を 取 り ， ア ル

カ リ 性 と し た 後 ， チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 添 加 ， 1 0 m l 程 度 ま で 加 熱

濃 縮 す る ． 冷 却 後 ， ア ク リ ル 樹 脂 製 容 器 （ 以 下 ， U - 8 と す る ） に

封 入 す る ．

②降下物： 5 0 0 0 c m の 水 盤 に よ り １ カ 月 間 の 雨 水 ち り 等 の 降 下 物 を 採２

取 す る ． 硝 酸 酸 性 と し た 後 ろ 過 す る ． 残 さ は 4 5 0 ℃ で 灰 化し，ろ

液 は 加 熱 濃 縮 し ， 両 者 を 合 わ せ て U - 8 容 器 に 封 入 す る ．

③ 陸 水 ： 一 定 量 を 取 り ， ア ル カ リ 性 と し た 後 ， チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 添

加 ， 1 0 m l 程 度 ま で 加 熱 濃 縮 す る ． 冷 却 後 ， U - 8 容 器 に 封 入 す る ．

④ 海 水 ： 一 定 量 を 取 り ， 加 熱 濃 縮 す る ． 冷 却 後 ， 残 さ を U - 8 容 器 に 封

入 す る ．

⑤ 海 底 堆 積 物 ： 2 m m の ふ る い を 通 し た 後 ， 1 0 5 ℃ で 乾 燥 し ， 一 定 量 （ 約

3 0 g 程 度 ） を U - 8 容 器 に 封入する．

⑥土壌： 1 0 5 ℃ で 乾 燥 後 ， 2 m m の ふ る い を 通し，一定量（約 3 0 g 程 度 ） を

U - 8 容 器 に 封 入する．

⑦ 牛 乳 ： 放 射 性 ヨ ウ 素

「 放 射 性 ヨ ウ 素 分 析 法 」 科 学 技 術 庁 編 （ 1 9 7 7 ） に よ る ．

： 放 射 性 セ シ ウ ム ， 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 等

4 5 0 ℃ で 灰化し，一定量（ 3 0 g 程 度 ） を U - 8 容 器 に 封 入 す る ．

⑧ 農 畜 産 物 ， 海 産 物 等

： 放 射 性 セ シ ウ ム ， 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 等

牛 乳 と 同 様 に 処 理 す る ．

⑨ 日 常 食 ： 放 射 性 セ シ ウ ム ， 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 等

陰 膳 方 式 に よ り ， 成 人 ５ 人 分 の 一 日 の 食 事 を 採 取 し ， 以 下 牛 乳 と

同 様 に 処 理 す る ．



⑩ 大 気 浮 遊 じ ん ： ハ イ ボ リ ュ ー ム エ ア ー サ ン プ ラ ー を 用 い ， ガ ラ ス 繊 維

ろ 紙 上 （ 東 洋 濾 紙 Ｇ Ｂ 1 0 0 Ｒ ） に ろ 過 捕 集 し ， ろ 紙 を 直 径 5 ㎝ の

円 形 に 成 型 し て 試 料 と す る ．

2) ウ ラ ン の 定 量

① 河 川 水 ， 海 水 ： 懸 濁 物 を ろ 別 し た 後 ， 試 料 中 の ウ ラ ン を 水 酸 化 ア ル ミ

ニ ウ ム で 共 沈 捕 集 ， 酢 酸 エ チ ル で 抽 出 後 ， ア ル カ リ 融 解 （ 炭 酸 ナ

ト リ ウ ム ： 炭 酸 カ リ ウ ム ： フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム ／ 9 1 ： 9 1 ： 1 8 ） し ，

固 体 け い 光 法 に よ り 定 量 す る ．

②土壌： 1 0 5 ℃ で 乾 燥 し た後， 0 . 2 9 7 m m の ふ る い を 通す．硝酸抽出を行い，

以 下 ， 河 川 水 ， 海 水 と 同 様 に 分 析 す る ．

③ 河 川 底 質 ， 海 底 堆 積 物 ： 0 . 2 9 7 m m の ふ る い を 通 し た 後 ， 凍 結 乾 燥 を 行

う ． 以 下 ， 土 壌 と 同 様 に 分 析 す る ．

④ 海 草 （ ワ カ メ ） ： 風 乾 後 ， 電 気 炉 中 4 5 0 ℃ で 灰 化 す る ． 以 下 ， 土 壌

と 同 様 に 分 析 す る ．

3) 全 ベ ー タ 放 射 能 ： 「 全 ベ ー タ 放 射 能 測 定 法 」 科 学 技 術 庁 編 （ 1 9 7 6 ）

に よ る ．

4) 検 出 限 界

個 々 の ピ ー ク 計 数 値 も し く は 全 計 数 値 が ， そ の 標 準 偏 差 の ３ 倍 を 超 え

る も の を 有 意 ， そ れ 以 下 の 値 は 全 て 検 出 限 界 以 下 と し ， Ｌ Ｔ Ｄ （ L e s s

t h a n d e t e c t a b l e ）と表示する．

ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に お け る 検 出 限 界 は ， 核 種 の 種 類 や 濃 度 ，

計 測 時 間 や 試 料 の 処 理 法 ， 量 ， 形 態 な ど に 左 右 さ れ る ．

各 試 料 に お け る Ｌ Ｔ Ｄ 値 は 以 下 に 示 し た 通 り で あ る ．



① ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー の 検 出 限 界

試 料 名 Ｌ Ｔ Ｄ 値 単 位

－ １雨 水 ０ ． ０ ２ B q l

２月 間 降 下 量 ７ ０ kBq k m -

－ １陸 水 ・ 海 水 ０ ． ０ ２ B q l

－１土 壌 ０ ． ０ ２ Bqkg

－１農 畜 産 物 等 ０ ． ０ ２ Bqkg

１ ３ １ －１ミ ル ク Ｉ ０ ． ０ ２ Bqkg

－１海 底 土 ０ ． ０ ２ Bqkg

－ ３大 気 浮 遊 じ ん ０ ． ２ mB q m

② 全 ベ ー タ 計 測 の 検 出 限 界

試 料 名 Ｌ Ｔ Ｄ 値 単 位

－ １雨 水 ０ ． ２ Bql

5) 灰 分

電 気 炉 で 4 5 0 ℃ ， 2 4 時 間 灰 化 し た 時 の 残 さ を 灰 分 と し た ．



４ ． 計 測 装 置

1) ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー

アプテック製 G e 半 導 体 検出器（容積： 5 5 m l ， 半 値 幅： 1 . 8 6 keV－

1 . 3 3 M e V ) を ニ ュークリア・データ社製 N D - 6 6 波 高 分析器に接続．

2) ウ ラ ン の 定 量

アロカ製 F M T - 4 フ リ オ リ メーター．

3) 空 間 線 量 率

アロカ製 T C S - 1 2 1 C 型 及び T C S - 1 5 1 型 N a I シ ンチレーションサーベイメー

タ ー （ １ × １ ” Φ ） ．

4) 全 ベ ー タ 放 射 能 計 測

NUC L E U S S Y S T E M 5 0 0 0 計測装置． G M 管は M O D E L EG-2．

５ ． 調 査 結 果

調 査 結 果 を 要 約 す る と 次 の よ う に な る ．

1) 環 境

①雨水：調査試料数は 1 2 0 ， 年間降水量は 2 2 6 0 m m （ 平 年： 1 5 9 6 m m ） で あ

っ た ． 人 工 放 射 性 核 種 は 検 出 さ れ な か っ た ．

② 雨 水 ち り （ 月 間 降 下 物 ） ： Be， C s及び U・ T h の 娘 核 種 が 検７ １ ３ ７ ２ ３ ８ ２ ３ ２

出 さ れ た ． C s の降下量は， L T D （ 1 2 月）～ 2 7 0 （ 4 月） k B q k m ，１ ３ ７ － ２

１ ～ ４ 月 に か け て 高 い ス プ リ ン グ マ キ シ マ ム 現 象 が 見 ら れ た ．

③ 土 壌 ： C s 濃度は，約 6 0 B q k g （ 採 取 深 度 ： 0 ～ 5 c m ） と 昨 年 と 変 化１ ３ ７ －１

な く ， 深 部 へ の 移 行 ， 流 出 は ほ と ん ど 見 ら れ な い ．

④ 大 気 浮 遊 じ ん ： 雨 水 と 同 様 ， 人 工 放 射 性 核 種 は 検 出 さ れ な か っ た ．

⑤ 空 間 線 量 率 ： 障 害 防 止 法 の 改 正 に 合 わ せ ， 単 位 を n G y h に 変 更 し た ．－１

従 来 の 単 位 と の 換 算 は 次 式 に よ り 行 え る ．

－ １ － １n G y h = 8 . 7μ R h

1 9 8 9 年 の平均値は，横浜市が 5 5 n G y h ( 6 . 3μ R h ) ( n = 6 1 ) ，横須－ １ －１

賀市が 5 6 n G y h ( 6 . 4μ R h ) ( n = 1 7 ) であった．－ １ － １



2) 食 品

前 年 と 同 様 ， 育 児 乳 ・ 農 畜 産 物 ・ 海 産 物 ・ 日 常 食 ・ 市 販 輸 入 食 品 （ 主

に ヨ ー ロ ッ パ 地 域 産 ） 等 の 調 査 を お こ な っ た ． 輸 入 食 品 調 査 業 務 は 本 年

1 0 月 に 保 健 所 衛 生 検 査 課 へ 移 管 し ， 当 所 で は 保 健 所 で C s， C s を 検１ ３ ７ １ ３ ４

出 し た 食 品 に つ い て の ク ロ ス チ ェ ッ ク を 行 っ た ． な お ， 試 料 採 取 は 一 部

衛 生 部 食 品 衛 生 課 及 び 保 健 所 専 門 監 視 班 の 協 力 を 得 た ．

① 育 児 乳 ： C s 濃度は，平均値で 0 . 5 4 B q k g と 昨年の平均値， 1 . 1 B q１ ３ ７ －１

k g に 比 べ 半 減 し た ．－ １

② 輸 入 食 品 ： 県 内 流 通 品 で は ， 暫 定 限 度 を 超 え た も の は な か っ た ．

③ 日 常 食 ： C sの年平均は， 0 . 0 5 B q ( d a y ･ m a n ) で あ っ た ． チ ェ ル ノ ブ１ ３ ７ － １

イ リ 原 子 力 発 電 所 事 故 の あ っ た 1 9 8 6 年 に 比 べ 以 下 に 減 少 し て は—

い る が ， 依 然 と し て 事 故 以 前 の 濃 度 に 対 し ２ ～ ３ 倍 の レ ベ ル を 維

持 し て い る ．

3) ウ ラ ン

表 1 4 ～ 1 9 に 施 設 周 辺 環 境 の ウ ラ ン 濃 度 調 査 の 結 果 を 示 し て あ る ． 施 設

か ら 周 辺 環 境 へ の 影 響 は 認 め ら れ な い ．

4) 原 子 力 艦 船

ア メ リ カ 海 軍 の 原 子 力 艦 船 の 横 須 賀 基 地 寄 港 に 際 し ， 放 射 能 現 地 調 査

班 の 一 員 と し て 調 査 に 参 加 し た ． 1 9 8 9 年 の 延 べ 入 港 艦 数 は 2 9 艦 （ 潜 水 艦

： 2 8 ， 水 上 艦 ： １ ） ， 延 べ 滞 港 日 数 は 2 0 2 日 で あ っ た ． 寄 港 時 に お け る

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト ， 海 水 の 調 査 結 果 は 平 常 の 範 囲 内 で あ っ た ．
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